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８
月
８
日
（
月
）
甲
佐
中
学
校

（
井
上
幸
三
校
長
２
３
１
人
）
で
、

「
甲
佐
町
未
来
塾
」
が
開
塾
し
ま
し
た
。

　

同
塾
は
、
中
学
生
へ
学
習
機
会
を

提
供
し
学
力
お
よ
び
地
域
の
教
育
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

教
員
を
希
望
す
る
大
学
生
、
元
教
員

お
よ
び
学
習
塾
な
ど
の
民
間
教
育
事

業
者
な
ど
幅
広
い
地
域
の
協
力
を
得

て
、
町
教
育
委
員
会
が
主
催
。
同
中

生
徒
１
３
４
人
が
学
習
支
援
の
調
整

役
を
担
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
に
、
学
校
や
学
習
支
援
員
と
連
携

し
な
が
ら
、
数
学
と
英
語
の
２
教
科

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、「
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
た
」「
英
語
が
解
り
や
す

か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　８月４日（木）～５日（金）竜野福祉ふれ

あいセンターで、野外キャンプ「あつまれ子

どもたち」が開催されました。

　１泊２日のキャンプを通して、自然に親し

み共同生活を行うことで団体行動の大切さを

体験することなどを目的に、甲佐町青少年健

全育成町民会議（奥名克美会長）と町教育委

員会が主催。参加した24人の小学生は、竹

のはしと器づくりに挑戦したり竜野川での水

遊びを体験したりして、自然の中での野外体

験を満喫しました。

安心して暮らせる住まいを
被災者向け応急仮設住宅への入居が進む

生徒の学力向上を目指して
８月８日（月）甲佐中で甲佐町未来塾が開塾

自然に親しみはぐくむ心
野外キャンプ「あつまれ子どもたち」

▼田口の森川健康堂㈱研究棟敷地内に建設された乙女第２団地26戸

▲竹をなたで割ってはしと器づくりに挑戦する子どもたち

▼

地
域
の
指
導
員
な
ど
の
指
導
で
勉
強
に
励
む
生
徒
た
ち

　

８
月
22
日
（
月
）
か
ら
町
で
は
、

乙
女
第
３
仮
設
団
地
（
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
用
地
）
31
戸
の
入
居
手

続
き
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の

影
響
に
よ
り
、
住
宅
を
失
い
自
ら

の
資
力
で
は
住
宅
を
確
保
で
き
な

い
被
災
者
の
た
め
に
、
簡
単
な
住

宅
を
仮
設
し
、
一
時
的
な
居
住
の

安
定
を
図
る
「
被
災
者
向
け
応
急

仮
設
住
宅
」。
本
町
で
は
、
事
前

の
入
居
希
望
調
査
に
よ
っ
て
２
２

８
戸
の
建
設
お
よ
び
入
居
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

８
月
26
日
（
金
）
現
在
ま
で
に
、

白
旗
仮
設
団
地
（
白
旗
グ
ラ
ウ
ン

ド
用
地
）
90
戸
、
乙
女
第
１
団
地

（
宇
城
鉄
筋
団
地
付
近
）

48
戸
、
乙
女
第
２
団
地

（
森
川
健
康
堂
㈱
研
究

棟
付
近
）
26
戸
、
白
旗

第
２
仮
設
団
地
（
白
旗

グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
用

地
）
19
戸
、
乙
女
第
３

仮
設
団
地
26
戸
が
完
成

お
よ
び
入
居
済
み
で
す
。

　

乙
女
第
３
仮
設
団
地

の
５
戸
と
白
旗
第
３
仮

設
団
地
（
塔
ノ
木
民
有

地
）
14
戸
に
つ
い
て
は
、

現
在
建
設
を
進
め
て
お

り
、
９
月
上
旬
の
完

成
・
入
居
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
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　８月23日（火）町生涯学習センターで、第１回

甲佐町震災復興計画策定委員会が開催されました。

　同委員会は、４月に発生した熊本地震によって

被災した方の生活再建に向けた取り組みと同時に、

将来にわたって安心・安全な生活環境を確保し、

より良いまちづくりを強力に推進することを目的

とした「甲佐町震災復興計画策定基本方針」に基

づき、町が設置。被災地の早期の面的な整備方針

や将来への道筋を示す「甲佐町震災復興計画」を

策定するために、一般公募で選ばれた町民と町職

員35人で構成されています。

　第１回は、本町の震災後における課題について

ワークショップを実施。５つのグループに分かれ

て震災において感じたことや今後本町に必要だと

思うことなどの意見を出し合いました。

　「復興計画」の計画期間は平成28年度から同30

年までの３か年。住民アンケートや被災者との意

見交換会などを通じ、多様な町民意見を反映させ

た計画を平成28年11月ごろに策定する予定です。

　

８
月
５
日
（
金
）
町
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、「
ハ
ロ
ー
Ｂ
ａ
ｂ

ｙ
!
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
、
思
春
期
の
中
学
生
に

赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て

親
子
の
愛
情
、
子
育
て
の
楽
し
さ
や

苦
労
、
命
の
重
さ
な
ど
を
考
え
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
同
セ
ン
タ
ー

が
主
催
。
甲
佐
中
学
校
（
井
上
幸
三

校
長
２
３
１
人
）
の
生
徒
28
人
が
参

加
し
た
体
験
教
室
で
は
、
１
歳
児
教

室
で
訪
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
と
の
触

れ
合
い
や
保
護
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

身
体
測
定
の
お
手
伝
い
で
赤
ち
ゃ

ん
の
着
替
え
や
抱
っ
こ
を
体
験
し
た

中
学
生
は
、
自
由
に
動
い
た
り
大
声

で
泣
き
だ
し
た
り
す
る
赤
ち
ゃ
ん
に

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
子
育
て
の
楽

し
さ
や
大
変
さ
を
学
び
ま
し
た
。

子育て体験で学ぶ命の重み
８月５日（金）「ハロー Baby ！」を開催

本町の早期の復興を目指して
第１回甲佐町震災復興計画策定委員会を開催

▲町生涯学習センターで開催された第１回甲佐町震災復興計画策定委員
会のワークショップでグループごとに意見を出し合う委員たち

▼

１
歳
児
教
室
に
訪
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
う
生
徒

　８月27日（土）白旗仮設団地でノルディッ

クウォーキング教室が開催されました。

　同教室は、町民の健康の保持増進と体力づ

くりを目的として町教育委員会が主催。同団

地の入居者を対象に毎月第４土曜日に開催さ

れます。

　１回目の教室では、講師の赤星裕子さん

（有安区）がノルディックポールを持った歩

き方をレクチャー。参加者８人は、姿勢良く

歩くことで普通のウォーキングより消費カロ

リーの上がる歩き方に挑戦しました。

姿勢良く元気に歩こう　
ノルディックウォーキング教室が開催

▲ノルディックポールを使う歩き方を学ぶ参加者たち


